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■対戦成績
昨年は対戦なし

◇『“片桐淳至”との初対決』は２点のリードを守れず……
甲府2-2岐阜【第33節】

●ＦＣ岐阜対甲府戦は２対２で引き分け。後半に佐藤選手の２ゴールで２対０とリードする
も追いつかれての引き分け、勝てなかったのは残念、でも片桐選手も後半から出場し内容の
濃い試合になったのではないかと思います。あとは勝ってもっと上に！ＦＣ岐阜頑張れ！
（ハマッチ）
●岐阜市内から車で３時間ちょっと。甲府のホーム小瀬まではちょっとしたドライブ感覚で
くる事が出来る為、多くの岐阜サポが小さく区切られたアウェーゴール裏に集合。ほぼ、緑
に染まったそこには300人とも500人とも言われる人が。入場時には一人一房の見事な巨峰を
いただき、「懐柔されないぞ」と思いながらも、若干顔が緩んでしまう。
両チームのスタメン発表。ＦＣ岐阜はＣ大阪戦と同じ。一方、甲府は岐阜の元10片桐はサブ。
試合は、序盤甲府の選手がイエローをもらう。その後は岐阜ペース。相変わらずの岐阜のＦ
Ｗ佐藤、パクは高さ、強さを発揮。後半開始から甲府は元10片桐を投入。試合のあとで、岐
阜サポの何人かに聞くと気がついていなかった人もいたみたい。この時の甲府のバタバタを
ついて佐藤がフリーでボレーシュート。これで先制して、後半19分にもＣＫから佐藤のゴー
ルで追加点。2-0とする。この2分後にも佐藤と甲府ＧＫ荻（片桐の高校時代の同級生）とゴ
ールエリア手前で接触があり、ＦＫを獲得、甲府ＧＫ荻はイエローカード（レッドでも良か
ったのではとの声も）。これを高木が直接狙うも枠の外。
ところが、サッカーで一番怖いのは2-0というように、このあたりから甲府も交代で岐阜を
押し返し、1点を返される。この時、直前で地震があったらしく（現地ではよく分からず）、
結果としてこの地震が流れをかえてしまったのかもしれない。岐阜もパクを下げて菊池を投
入するも同点にされてしまう。その後、岐阜は押谷、西川とＦＷ2人を投入して巻き返すも、
ロスタイムの2回のＣＫを物に出来ずタイムアップ。2-2のドローで終了となった。
現地にいた多くの岐阜サポの感想は「惜しかった」「もったいない」といった声が多かった
ように思う。一方の甲府サポはよく引き分けたという感想が多かったみたいなので、やはり、
ＦＣ岐阜は押していたんだと（実際シュートは岐阜12、甲府6）。
でも、よく考えると3位の甲府相手に引き分けて残念がるということは、それだけチームが試
合ごとに成長しているということなのだろう。試合後、ダンマクなどを片付けていると、片
桐がわざわざ挨拶に来てくれた。「がんばれ」といった激励に頭を下げる片桐。そんな彼に
最後に送られた言葉。
「Ｊ1で待ってろ！」
そう。片桐、Ｊ1でまた対戦したい。だから、お前が活躍して甲府をＪ1に上げてくれ。そし
て、俺たちもＦＣ岐阜をなんとしても存続させて、きっとＪ1に。
最後にこの試合で見ていてよかったものがもう一つ。この小瀬のＦＣ岐阜のゴール裏、太鼓
の前で応援していた男の子と女の子。おそらく、小学校低学年くらいかな。促されて、試合
開始前「ＷＥ ＡＲＥ ＧＩＦＵ」を歌っている時にタオルマフラーをかざして前に行くと、
試合中は太鼓のリズムに合わせて90分間チャントを歌って、飛んで、手拍子。「ネットを揺
らせ」では笑顔でタオルマフラーを振り回していたこと。小さな子どもたちが大人達ととも
にＦＣ岐阜を応援する。おそらく、帰りや翌日に親子でＦＣ岐阜の話題で話をしたんじゃな
いかな。こういった親子共通の話題にＦＣ岐阜があがり、コミュニケーションの一助となる
こと。これもＦＣ岐阜が岐阜県に存在する意義だと。そんなＦＣ岐阜がこれからも子ども達
に笑顔を与えれるチームであり続けてほしい。
（緑の小太鼓）
●勝ちたかった。悔しさが残る。まだ、一回も勝っていない甲府相手に、試合をほぼ支配し
ていながらのこの結果は残念でならない。甲府の選手に何があったかわからないが、ホーム
なのにグダグダな相手に対し、ここ二戦の鬱憤を晴らすかのような岐阜の選手たちの走りっ
ぷり。洸一と俊慶の前線からの献身的なチェイス。両ＣＢ俊＆秀人の攻撃的なチェックとボ
ール奪取、体を張った守備。ＳＢの秋田と富成の前を追い越す動きと真ん中のバックアップ。
特に富成のクロスの精度がどんどん上がってきて、９０分の中で何度もビッグチャンスを演
出するようになってきた。（それだけに、次節の出場停止は残念だ）このアツイ前後左右の
動きに連動し、さらに推進力をもたらしたのが中盤の４人。相変わらずクールに敵を交わし、
ベストな場所にパスを送る卓。ひんぱんにポジションチェンジを繰り返し、決定的な仕事を
する和正と正吾、そしてキャプテン。今季最高と言える出来。昨年より１ブロック減ったせ
いもあるとはいえ、ほぼ満席のアウェイ・ゾーンはホットスポットと化していた。ここまで
の成績もあろうが、この２シーズンのアウェイ戦で一番集まったと思われる岐阜サポで、タ
スキ付近も上から下までいっぱいだった。試合内容から、時々沈黙した甲府サポに比して、
ほぼ止むことなく続いたコールやチャントが選手にパワーを与え、さらに後押ししたんだと
思えた。長良川にいるのかと錯覚するくらい、選手もサポも燃えていた。
しかし、終了後に得た結果は勝ち点１。ほんの十数分だけ渡した甲府のターンで失った勝ち
点３。でも、ここらへんが上位との差ということか。それでも、第１クールより確実に、そ
して顕著にチームの力はアップしている。次節・札幌戦が第２クールの締めくくり。そして、
いよいよ第３クール。今季ラストの甲府戦は来月の長良川。今度こそ凱歌を上げて、思いっ
きり弾けたいね！
ただ、正直に言うとこの甲府戦。ドローでよかったのかも？という気がしないでもない（苦
笑）。試合後、「片桐コール」が自然と湧き起こった。淳至もこっちまで来てくれた。もし
も勝敗が決していたら？あの光景はなかったかもしれない。あっても、もっと複雑な雰囲気
になってたかもね。淳至も来づらいだろうし。うん、きっとそうだ。だからこの結果も、天
の思し召し、だったのかな？
（ぐん、）
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勝点、得失点差、得点、岐阜戦の戦績
（岐阜から視て）
１ C大阪 67p +29 69 A● H○
２ 湘南  66p +26 61 A△ H△�
３ 甲府  64p +25 54 H● A△
４ 仙台  63p +27 55 H● A●
５ 水戸  56p + 7 51 A△ H△�
６ 鳥栖  53p +10 47 H● A△
７ 東京V 52p +12 48 H△ A●
８ 徳島  52p +10 48 A● H○
９ 札幌  47p + 4 44 A●
10 富山  47p   0 34 A● H△
11 岐阜  41p -10 34 --- --- ---�
12 草津  39p - 3 43 H○ A○
13 福岡  35p -25 30 H● A○
14 熊本  34p -14 43 H○ A●
15 愛媛  29p -21 36 A● H○
16 岡山  25p -26 24 H○ A△
*17横浜C 22p -22 22 A△ H○
*18栃木  21p -29 22 A○ H△
�

次回HomeGame
第３５節
横浜ＦＣ戦
8/22（土）18:00
＠岐阜メモリアル
センター長良川競技場

投稿募集！

gidaidohri@hotmail.co.jp
お待ちしています！

●おしらせ●

2009年版『岐大通』は、試合数増加の
ために全ホーム戦での発行を断念し、
３～４節ごとに発行の体制で臨んでお
ります。

次回発行：9/6湘南戦
よろしくお願い申し上げます。

 



◇これまで０得点だった相手に勝利！
嶋田Ｊ初ゴール！
岐阜2-1C大阪【第30節】

●正直に言いますが善戦を期待して勝利は難しいと思ってまし
た。天候が味方した感もありますが大阪のパスを寸断した事、
サイドを抉るパスやドリブルで敵両サイドバックを下げ攻撃参
加させなかった事走り勝った事、そして何より選手の闘争心と
モチベーションの高さが素晴らしい！客を呼べる試合とはまさ
にこの事！見事でした。雨の中声援を送り続けたサポーターの
皆さんも満足でしょう。まだまだ先は長いのでコンディション
維持に注意を払いつつ勝ち点獲得を目指そう！観客増に必ず繋
がりますよ。ボランティアの皆さんいつもご苦労様です。
（ミスター珍道）
●ＦＣ岐阜対Ｃ大阪戦は２対１で逆転勝利！。Ｃ大阪に先制点
を許す苦しい展開も嶋田、佐藤のゴールで逆転勝ち。トップを
走るチームに勝った事で自信になるはず。勝って！勝って！も
っともっと上へ！。ＦＣ岐阜頑張れ！（ハマッチ）
●今日の相手は上位にいるセレッソ大阪。今日はかなり厳しい
試合になるなあ、と、覚悟して観戦しました。この日のサイン
会には、チームを引っ張っている染矢くんに西川くんが。彼ら
は試合には出ない。これで今日の試合は大丈夫か？とますます
不安になりました。ところが、今のＦＣ岐阜には勢いがありま
すね。先制されたのに、前半までに同点に追いつき、後半には
佐藤くんのオーバーヘッドキック。これがゴールになり、逆転。
生で見ることができて、二重の感動でした。雨で芝生は水を含
んで、なかなかパスが大変だったけど、それがＦＣ岐阜にいい
流れを作ったのかも。思い出してみると、同じ雨の試合だった
４月のサガン鳥栖戦では、自分たちのサッカーができずに負け
たことがありました。あれから長良川競技場では負けてないん
ですよね。長良川競技場に観客を集まるためには、ホームゲー
ムではいい試合を続けることに限ると思います。この調子を持
続して、ホームゲーム不敗記録を続けてほしいです。
（たつぼん）
●嬉しかった、ホントに嬉しかったあのセレッソ大阪に勝てた
のだから。激しい雨で水溜りがあちこちにできたピッチがセレ
ッソの得意とする華麗なパスサッカーを封じたという地の利は
あったものの、攻撃の核となるマルチネスを抑えたのも要因の
一つといったところか。攻撃面では、ついに出た嶋田のＪ初ゴ
ール。サポーターも仲間たちも待ち望んでいたゴール。いつか
は決めてくれると思ってはいたが、大事なこの一戦で決めると
は。ジャストミートせずに当たり損ない気味になったのが幸い
したかな（笑）洸一の「人生初」というオーバーヘッドも凄い
ゴールだった。これでHomeでは１０戦負けなし、５、６、７月
と３ヶ月負けなしという素晴らしい記録を樹立することができ
た。スタンドからの手拍子・声援も日増しに大きくなってきて
いるのを感じる。長良川劇場はまだまだ終わらない。
（岐阜の誇り）
●ようやく、大阪から奪った得点は正吾のゴール。昨季の３戦、
そして今季の第１クールの合わせて４試合。勝ち点はおろか得
点すらも奪えなかった大阪からの初得点が、これまで決定機は
何度も作るのにそのたびゴールを外し続け、岐阜サポをやきも
きさせ、あるいは「ゴールを決めちゃダメ」とかいう約束でも
あるのかと疑念を抱かせ、「ゴール前まではＪ１レベル」とま
で言われた１４番。ホンットに待ち遠しかったゾッ、嶋田正吾！
何十回と「正吾っ、枠っ！」と叫びつつ、それでも「正吾が決
めたら、オレはコワレる。」と公言していた連中の喜びはいか
ばかりか。そのうえ、決勝ゴールは「得点王狙ってます」のオ
レたちの洸一！富成からの絶妙クロスに、意表をつくバイシク
ル・シュート一閃。相手ＧＫをしばらく呆然とさせる、セクシ
ーなゴールでサポの心をわしづかみにし、着々とエースへの道
を進んでいく彼へのワクワク感がたまらない。
ただ、二人のゴール以上にうれしかったのはもちろん岐阜の勝
利だけど、４月の鳥栖戦を選手みんなが生かしてくれたこと。
テクニックや才能では上のはずの大阪が、その力を発揮できず
にいる中、確実にボールを運ぼうとしていた。アノ第１クール
の鳥栖戦から、長良川での無敗記録が更新され続けている。失
敗を力にしていく姿勢。ウチの選手たちはいろんな経験を積ん
で、さらに成長していってくれる。そのプロセスと結果を楽し
むために、これからも長良川劇場へ足を運ばなくてはね。
それにしても、得点してからのスタジアムは今までにない昂揚
感に包まれて、ゼッタイ何かある、イケるって雰囲気でいっぱ
いだった。アレは最高。これからもみんなでゼヒッ！（ぐん、）

●おそらく、今シーズンのベストゲームになると思われる好ゲ
ームでした。先制したのはＣ大阪。右からのクロスにピンポイ
ントであわせたシュート。これに関しては、相手を褒めるしか
ないビューティフルゴールでしたが、われらがＦＣ岐阜の佐藤
の勝ち越しゴールもビューティフルゴールでした。横浜ＦＣ戦
の押谷のスーパーボレーに触発されたのか、センタリングをダ
イレクトでオーバーヘッドシュート。まさにＦＷらしいゴール
でした。試合全般に関しても、ＦＣ岐阜の選手はよく走り、体
を張ってプレーしてました。特にパクの前線でのＣ大阪の選手
との競り合い。何度も削られても強引にシュートに行く姿勢が
良かったです。また、ＧＫ野田恭平のビッグセーブもチームを
助けてくれました。
ですが、やはり岐阜サポとして絶対忘れてはならないのが、同
点に追いついた嶋田の初ゴールでしょう。今期開幕前に豊スタ
で行われたプレシーズンマッチでの一時間前ミーティングで発
表された嶋田チャント。この時には「得点を決めたら試合で歌
います。」と言われ、いつ歌えるのか岐阜サポの多くが心待ち
にしていた嶋田チャント。まさか、この時、ミーティングして
いる横の売店で嶋田本人が売り子をしているとは露知らず、こ
れがプレッシャーとなったのかシュートことごとく外れる。こ
れまでにどれだけの岐阜サポが、彼の放ったシュートが枠をそ
れていくのを見て、ため息をつき、天を見上げたことか…。
そして、ついには得点していないにもかかわらず嶋田チャント
は解禁に。とはいえ、この解禁したあたりからの嶋田の攻守に
わたる活躍は圧倒的で、サッカー誌のベストイレブンに選ばれ
たり、アシストも記録しており、あとは初得点を待つばかり…。
そんな、岐阜サポたちの一番の関心事だった嶋田の初ゴール。
それがついに多くの岐阜サポの目の前、ホーム長良川で見るこ
とが。幸いというべきかこの嶋田の初ゴールは前半で同点に追
いつくゴールであった為、私の回りも喜んでいた（ほっとして
いた？）がすぐに試合に集中していました。もし、これが愛媛
戦で染矢が決めたようなロスタイムでの決勝ゴールだったら、
おそらく岐阜サポの多くは涙を流して壊れたでしょう（実際、
横浜戦の佐藤のＰＫでぎっくり腰になった方もいたそうなので）。
そこが、ある意味嶋田の嶋田らしさかなと。結局、この試合は
2-1で逆転勝ちし、嶋田がエイデン賞を獲得。試合後バックスタ
ンドに来ての挨拶もやはり嶋田らしい非常にまじめな物でした。
ただ、この試合で唯一嶋田が嶋田らしくないなと思ったのが、
初得点となったシュート。いつもの彼ならインステップキック
できれいに振りぬくのに、このときのボレーシュートはボール
にきちんとヒットせずにダフり気味。そして、ゆるいシュート
は枠に吸い込まれた訳で…。
そんな嶋田に今までと同じ、切れのあるドリブル、圧倒的な運
動量をいかした守備を期待したい。ただし、シュートの時だけ
は今までとは違うダフったシュートも打つ嶋田であってほしい
ものです。（緑の小太鼓）

◇ついにFC岐阜の選手が
八咫烏（ヤタガラス）のエンブレムを胸に
戦います！

●ジュビロ磐田からレンタル移籍でFC岐阜に加入し活躍してい
る押谷祐樹選手が、このたび「U-20日本代表」に選出され、ア
ルクディア国際ユーストーナメント（スペイン・アルクディア）
に参加しています。
大会は8/14からグループリーグが行われ、U-20日本代表はレバ
ンテ（スペイン）、ブラジリア州選抜（ブラジル）、ヴィジャ
レアル（スペイン）と対戦します。
ＦＣ岐阜所属の選手が世代代表に選ばれるのは初めてのことで
す。多くの経験を積んできてほしいです。がんばれ！

何も無い店だけど・・ 　心の花が咲く・・ 
　　何も無い店だけど・・・ 心　癒される・・ 
　　　　忘れかけていた喫茶店がある

岐阜市昭和町３丁目（木ノ本公園東）　



◇雨の飛田給『味スタ』では個人技の差を
見せつけられる…。連勝は４でストップ
東京V3-0富山【第31節】

●ＦＣ岐阜対東京Ｖ戦は０対３で敗戦。シュート数では圧倒す
るもあと一歩がこの点差に。いかに最後のつめをするかですね。
切り替えて次の栃木戦へ！。勝って！もっともっと上へ！ＦＣ
岐阜頑張れ！
（ハマッチ）
●サッカー好きの間では割と読まれている（と思う）某マンガ
の主人公が「雨の中ではしゃげる選手というのは、テクニック
のある選手のことだ」と言っていたが、この試合のヴェルディ
の選手を見てて少し納得できた。少しというのは、決してヴェ
ルディの選手がはしゃいでいるようには見えなかったことと、
やってるサッカーは案外つまんなかったような気がしたから。
まあ、負け惜しみだけど（苦笑）。
テクニックではやや分のないウチの選手は、運動量と気持ちで
圧倒しなければならなかったが、最近試合のたびに降り出す雨
は先取点とともに、ヴェルディの選手に体力を温存させる余裕
までも与えてしまったような気がする。「ヴェルディをバテさ
せるには気温が２度足りない」とハーフタイムに知人がのたま
っていたが、もし、雨のない長良川でやっていたらどうだった
ろうか？あるいは大阪戦くらいのピッチコンディションなら…？
まったく意味のない仮定だけれど。
それでも、ウチの選手に見どころがなかったわけじゃない。た
だ、ひとこと言うなら、「ゴール前でもっと落ちつこう。」俊
慶はかなり楽しみになってきた。一点取ったら、洪一に負けな
いくらい活躍するんじゃないか？今後の俊慶からは、目が離せ
ない！
（ぐん、）
●雨の降りしきる…までは想定内というか希望通りだったのだ
けど、いかんせん気温が低い。もっとこう、じめじめじとじと、
そうした気候だったら、『岐阜タイム』まで保てば仕留められ
るかもしれないのだけど。試合開始前は、そんなこと考えてま
した。
結果は３失点負け。長良川で対戦した時と大黒が違うヒトでし
た（笑）。現地で偶然お会いした、某Ｊ１クラブの『中の人』
と一緒に観戦したのだけど、彼曰く「いい経験になる」。その
言葉通り、この日の大黒の「ボールが入ってくる１秒前に数十
センチ動いてマークをはずす」テクニックは間違いなく超Ｊ２
級。こんなありがたい“教材”と対峙出来たウチのＣＢ、ノガ
＆シュートはこの経験を今後に生かさない手はない。
攻撃陣の収穫は俊慶。ソメッシが抜け（ケガ？）、押谷がドナ
ドナ（←代表招集のことです）されて攻撃陣が手薄で心配な時
期に、彼の前線での運動量は大きな武器だ。
最後に、この試合で後半途中、嶋田に替わって菊池投入された
時、岐阜サポ集団から少し離れたところが大きく沸いた。前出
『中の人』が「分裂応援かと思った（笑）」そこには、フエン
テ東久留米の関係者とおぼしき一団が。調布から東久留米は北
にわずか10キロ。Ｊリーガーとなった菊池完を応援に来てくれ
たのだ。
現在、東京都リーグ２部（上から数えて７部）で戦うフエンテ
東久留米。OBにＪリーガーがいることを誇りにしてくれている
のなら、ぼくらも嬉しい。がんばってください。我々も、がん
ばります。
（吉田鋳造）

◇さて、今日は花火の日！

●運命のいたずら（？）でありましょうか、コンサドーレ札幌
戦の行われる本日8月16日は、先日悪天候のため延期となった
岐阜新聞主催の花火大会と重なる事態となりました。ここ長良
川競技場周辺は大混雑が予想されます。スケジュールどおりな
ら後半の途中からまさに目と鼻の先でドッカンドッカン花火が
打ち上げられることになります。花火の勢いそのままにFC岐阜
の攻撃陣が火を吹いて札幌のゴールに襲いかかることを期待し
ます。
（ST57）

◇平日ナイターは連戦の疲れか？
ホームでドロー
岐阜1-1栃木【第32節】

●双方共走力は落ちなかったこの試合、実質栃木の勝利と言え
るでしょう。橋本選手がマークされパスが通らず単純なミスも
多く連動した動きが鈍くサイドからの崩しも上手く行かず結局
シュートも少なくなり得点のチャンスがありませんでした。順
位を下げる事はなかったのは幸いです。短期連戦が続く夏の今
こそ岐阜の本領発揮できる機会。苦しいでしょうが乗り切って
上位を目指しましょう。
（ミスター珍道）
●ＦＣ岐阜対栃木戦は１対１で引き分け。後半に先制点を取ら
れる苦しい展開も、高木選手のＰＫで追いつき引き分け。負け
なかったのは良かったけど相手が一人少なくなった事を考えれ
ば勝ちたかったか。チームの雰囲気はいい。あとは勝ってもっ
と上に！ＦＣ岐阜頑張れ！
（ハマッチ）
●こんな日もある。そう苦笑するしかない、ちょっと残念な内
容。それも前節に続いての消化不良、とは思ったものの、考え
てみれば２戦続けて結果も内容もよくなかったのはズイブンと
久しぶり？このあたりにも、第２クールの好調さが現れている
のかも。まぁ、今日のパフォーマンスはあんまりパッとしなか
ったけど、やはり連戦の疲れが抜けてなかったのだろう。誰も
がたぶん初めて経験する５１試合もの長丁場。調整に苦労する
のもしかたがない。
とはいえ、長良川での栃木戦。ぜひ，ＪＦＬの時のお返しがし
たかったな。前半、スローインから正吾→押谷のスルーが、も
うワンテンポ早ければ。後半序盤の、正吾のクロスに優大の抜
け出しがあと一歩。下位のチーム。それも現在結果が出ていな
い相手から、きっちり勝ち点３を取る。それが上へあがるため
には必要なはず。
それでも、追いついたからね。もう一度やるべきことを確認し
て、次節の甲府戦に乗り込んでほしい。そして、アイツに成長
振りを見せつけてくれることを願っている。
フォルツァ！ＦＣ岐阜！！
（ぐん、）
●こういう表現は正しくないかもしれないけど、スタメン発表
を視て「……ターンオーバー？」と思ってしまったことを痛苦
な自己批判とともに白状したい（笑）。注目は出場停止明けの
秋田を休ませて左サイドバックに起用した須崎と、ケガが治っ
て調子を戻しているか？の菊池。
結果は……これまでのスタメン組との間に“差”があることが
見えてしまい、残念。須崎はボールを奪うまではいいのだけど、
フィードがことごとく相手中盤の前に蹴ってしまい『ピンチの
起点』になること多数。日曜のヴェルディ戦ではこんなじゃな
かったんだけどな…。同期移籍の押谷が内容も結果も残してい
るし、須崎にもがんばってほしい。完ちゃんは、まだ試合勘が
戻ってないのかな？という感じ。彼ほどのベテランならキチン
と戻してくるだろう。
スコアは1-1。連戦の疲れだろうか、どうも“入り方”が緩く、
後半30分の『岐阜タイム』突入までにやられてしまう香りが。
で、実際にやられてしまうし。もっとも、その数分後に和正の
PKで追いつけたのはよかった。“帰ってきた栃木のエース”若
林が一発退場で相手が10人になったのはウチにとって“不運”
だった？これで相手は「1-1のドローで勝ち点を得る」ことで
ミッションが決まっちゃったからね。攻め込んでの岐阜側のコ
ーナーポストで時間稼ぎをしてまで。
ウチも内容なよくないながらも勝ち点は取れた。けどなあ、JFL
時代に0-2で「スコア以上の完敗」を喫し、ホーム長良川で栃木
サポ達に朗々と“県民の歌”を歌われてしまった、あの借りは
返したかったなあ。第３クールはアウェー戦なので、来年以降
の対戦に持ち越しだ。たっぷり利子をつけて返そう。
（吉田鋳造）

「いらっしゃいませ」より

「おかえりなさい」が似合う

アットホームな韓国料理店。

『チヂミ屋』は
JR岐阜・名鉄岐阜駅から徒歩３分。
休：日曜日（今日はお休みです）
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